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は　じ　め　に

　近年では一般社会全般にわたり急速に IT 化し，コンピューターは大変便

利な道具として認識され広く一般に使用されている。しかしその特徴であ

る「正確性」「迅速性」「単純性」「多様性」は時としてたった一つ操作を誤

れば重大な問題を引き起こす可能性ももっており，大変切れ味の鋭い諸刃

の刃だといえる。例えば切れ味のよいナイフという道具は，調理において

その能力を発揮すれば素材のおいしさをそのままに，また見た目も美しく，

皆さまを優雅な一時へといざない喜ばせることができるが，反対にそのナ

イフを人に向けるとその道具は凶器へと一変し，生命を奪ってしまう危険

さえある。このようにその道具の特徴を十分に理解し，有効に活用する能

力と同時に有効に活用されなかった場合の危機意識の両面からの理解が求

められる。きちんとコンピューターというものの特徴を理解し，身につけ

ることは大変重要なことである。一般的にコンピューターが使える＝コン

ピューターの操作がきちんとできる，ということに目が向きがちであるが，

〈研究ノート〉

情報リテラシー教育における学習支援

――広島修道大学人文学部人間関係学科における 
現状分析と今後の展望――

広　　田　　と も よ
（受付　２００６ 年 ５ 月 １０ 日）



広島修大論集　第 ４７ 巻　第１号（人文）

―　　―２７０

あくまでコンピューターは何かをするための道具であり，重要なのは「自

分は何がしたいのか」である。それを実行，展開していく中でコンピュー

ターという道具をこんな場面ではこんなふうに使ったら有効だろうという

ことから始まり，それをスムーズに遂行していくためにはソフトに関する

知識や操作方法などを身につけることが必要だとなるのが本来の流れであ

ろう。単にコンピューター操作がきちんとできるかというだけでなく，こ

れら全体をひっくるめた「情報リテラシー能力」は今や社会全般的にわた

り必須の能力となっている。

　一般に「大学」という機関の果たすべき役割は大きくとらえて①技術や

知識，知恵を身に備えた「人」を社会へ輩出すること，②蓄積された研究

「成果」を社会へ還元すること，の２つであると考えられている。少々大げ

さな言い方ではあるが，より広い教養や知識，より高度な技術や知恵，こ

れらの基盤ともなり得る「情報リテラシー能力」をきちんと身に備えた

「人」を社会へ輩出する役目を大学は担っているとも言える。また近年では

就職のため社会人になるためというだけでなく，すでに在学中に受講する

講義においてもレポートやレジュメの作成・提出やそれらに必要な情報の

取捨選択など，情報処理能力はすでに必須のものとなっているし，就職活

動を行う上でも膨大なデータベースから自分に必要な情報の検索や取捨選

択は必須のものとなっている。どの講義どの研究分野においても情報リテ

ラシー能力は必須のものとなっており情報関連教育は学生生活全般にわた

り密接に結びついていると言える。

　これまで情報処理教育はパソコンやソフトについての操作のテクニカル

面でのインストラクションに終始する傾向にあった。また就職の際に資格

取得者が有利らしい，社会に出たらコンピュータースキルは必須らしいな

どという言葉がひとり歩きし少々偏ったイメージ的な観点から，キャリア

支援の一部として直接的にイメージされる傾向も確かにあった。これまで

一般的にキャリアという用語は一般的に仕事や職業上の軌跡のことを指し

ていたが，近年ではより広義の概念として「人々の生き方の全体を視野に
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おさめ，一個人の生活の向上といった意味合い」（梅沢正『職業とキャリ

ア』２００１）という意味も含んで用いられるようになった。よって本研究で

は，長期的な視野に立ってどう生きたいか何がしたいかを考え，そのため

には在学中に何を学び，行動・体験し，どう過ごしたいのかを自分でしっ

かり考え，その認識を持つこと，これら全体を通しての広義のキャリア支

援を目指し（決して就職や資格取得のための短直なサポートだけがキャリ

ア支援というわけではない）学生が大学で一般的な講義を受けるというこ

とからさまざまな分野について専門的に学ぶ上にあたっても，さらには学

生自身が思い描いた“キャリア”の形成に至るまで，その意識の喚起や向

上を促すような支援のきっかけを情報関連教育は，他の科目及び学生自身

の描くキャリアと多かれ少なかれ関係しており，さらに年々その重要性も

増してきているのではないかとも考えられる。そこで情報関連教育が学生

のキャリア形成の一助として寄与できる可能性について探ることをテーマ

とし，今回はそれに向けての現状分析として位置づけるものとする。

１．　研究対象の属性

１）　広島修道大学の概要

　広島修道大学は広島県広島市（人口約１１０万人）に所在する。その創始は

１７２５年，広島藩五代藩主浅野吉長が藩校「講学所」の設立から１８８７（明治

２０）年に私立修道学校設立等を経て１９６０（昭和３５）年に広島商科大学とい

う名称で大学を設置したことに始まる。１９７３（昭和４８）年にこれまでの商

学部に加え人文学部を設置し現在の「広島修道大学」へ名称を変更。その

後法学部，経済科学部，人間環境学部や各大学院設立に準じ規模を拡大。

現在５学部９学科５研究科１１専攻の総合大学となる。現学生数は約６３００人

で卒業生数は５万人を超える。現在県内には１７の大学があり，開学の古い

順に，国立の広島大学（S２４前身の広島文理科大学等はさらに古い），私立

の広島女学院大学（S２４），本学（S３５），広島工業大学（S３８），公立の県立

広島大学（広島女子大学 S４０，但し広島県立大学 H１，広島県立保健福祉大
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学 H１２これら３校合併 H１７），広島文教女子大学，安田女子大学（S４１），広

島経済大学（S４２），福山大学（S ５０），広島国際学院大学（広島電機大学

S５２，H１１改名），公立の広島市立大学，私立の呉大学，比治山大学，福山平

成大学（H６），広島国際大学（H １０），公立の尾道大学，私立の日赤広島看

護大学（H１２）があり，伝統校として位置づけられている。

２）　学生の特徴

　一般的に高等学校卒業後の進路として，大学や専門学校等への進学希望

者の多くは，①教養・知見をより広く深め，将来のための専門的知識・技

術を身につけたい，②自分の将来の夢・就職のための準備期間または社会

人となるまでの猶予期間として有意義に数年間の時間を過ごしたい，といっ

た希望を持っている。そうした中で自身を取り巻く諸事情を考慮に入れつ

つ，「自分の将来の希望・方向性」と「学べる分野」が合致する教育機関を

選択希望する。例えば将来の希望職種が医師になりたいから大学の医学部

へ，看護師になりたいから大学の看護学部や看護系専門学校へなど「この

職業に就くためには，こういうところで学ばなければ就くことが難しい」

というルートがあらかじめ明確になっている職種がある。こうした場合，

将来の希望職種と取得資格及びそのための学べるカリキュラムがすべて一

致していることから，明確な進路の選択判断がなされやすい。また入学し

てきた学生も同じような目的・モチベーションを持ちそれらを共有するこ

とも比較的容易である。本研究の対象者においても同じように，将来学校

教員になりたいから「教育学専攻」といった確固たる目的を持って入学し

てくる者ももちろんいる。だが学生の言葉をかりれば「今すぐ社会に出て

働くのも早い気がするし，かといって医師や弁護士や教員といった“専門

職”を目指したいという確固たる夢があるわけでもないし，正直言ってま

だ将来何になるか決めていない。漠然としている。だから大学へ行ってそ

の猶予期間として四年間のうちに方向性を吟味しよう。さらに大学で教養・

見聞を広め深めるうちに“探し物”も見つかるかもしれない」といった淡



広田：情報リテラシー教育における学習支援

―　　―２７３

い期待と漠然としたイメージをもって，なんとなく分野を選択判断し入学

してきたという学生も少なくない。また実際のところ進路決定までに研究

分野や職業について全体的なことを広く体系的に理解し，熟知した上で進

路を決定したという学生はほとんどいないと言ってもよいだろう。近年で

は大学という高等教育機関であっても，こうした学生の受け皿となってい

ることは多かれ少なかれ事実である。

　本学の学生の特徴を全体的にみると，①広島及び近隣地域に自宅があり，

②地元の文系私立大学で，③比較的伝統をもつ男女共学大学，を選択志望

した学生であるといえる。そしてそれらを個別に見ると，①「スペシャル

志向」と「ゼネラル志向」が混在しており，②学生のモチベーションも個

人により高低の差が激しい，という特徴が挙げられる。

２．　現　状　分　析

１）　「情報処理」に関する学生の周辺環境及び経験

　広島修道大学人文学部人間関係学科は心理学専攻，社会学専攻，教育学

専攻の３専攻があるが，調査対象とした学生は自担当のクラスとなってい

る関係から社会学専攻及び教育学専攻のみである。両専攻とも１年次前期

必修となっている科目「情報処理Ⅰ」の講義において簡単なアンケート調

査を行った。調査時期は２００６年５月上旬，調査対象者数は１２６名でその内訳

は社会学専攻５５名，教育学専攻７１名となっている。うち調査当日遅刻及び

欠席が計４名であったことから回答者数は１２２名となっている。

　アンケート結果によると，学生が自宅にコンピューターを所持している

グラフ１　パソコン・携帯電話の学生の所持率
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３２１表１

合計頻繁に／
大いにある多少ある全くない

１２２
１００.０％

１１
９.０％

１０５
８６.１％

６
４.９％Word などのワープロソフトの利用１

１２２
１００.０％

３
２.５％

１０３
８４.４％

１６
１３.１％Excel などの表計算ソフトの利用２

１２２
１００.０％

２
１.６％

８５
６９.７％

３５
２８.７％PowerPointなどのプレゼンソフトの利用３

１２２
１００.０％

０
０.０％

１２
９.８％

１１０
９０.２％Accessなどのデータベースソフトの利用４

１２２
１００.０％

６６
５４.１％

５６
４５.９％

０
０.０％インターネットで調べ物をする５

１２２
１００.０％

１８
１４.８％

４８
３９.３％

５６
４５.９％映画・音楽・ゲーム等のダウンロード６

１２２
１００.０％

６
４.９％

３３
２７.０％

８３
６８.０％ネットショッピング７

１２２
１００.０％

８
６.６％

５０
４１.０％

６４
５２.５％チャットや掲示板への書き込み８

１２２
１００.０％

４
３.３％

１７
１３.９％

１０１
８２.８％ブログやホームページの作成９

１２２
１００.０％

０
０.０％

１
０.８％

１２１
９９.２％ネットバンキングや証券取引１０

１２２
１００.０％

２２
１８.０％

６４
５２.５％

３６
２９.５％パソコンでメールの送受信１１

１２２
１００.０％

１４
１１.５％

４２
３４.４％

６６
５４.１％添付ファイルの送受信１２

１２２
１００.０％

１３
１０.７％

３５
２８.７％

７４
６０.７％迷惑メール等の受信１３

１２２
１００.０％

１
０.８％

２
１.６％

１１９
９７.５％ネット詐欺などの被害にあったこと＊１１４

１２２
１００.０％

１３
１０.７％

２９
２３.８％

８０
６５.６％ウィルスに感染＊２１５

１２２
１００.０％

１４
１１.５％

４１
３３.６％

６７
５４.９％ウィルス対策ソフトの使用１６

１２２
１００.０％

１７
１３.９％

７９
６４.８％

２６
２１.３％タイピング練習ソフトの利用１７

１２２
１００.０％

１６
１３.１％

５７
４６.７％

４９
４０.２％年賀状作成ソフトの使用１８

１２２
１００.０％

６
４.９％

３３
２７.０％

８３
６８.０％デジカメで撮った写真の印刷１９

１２２
１００.０％

１
０.８％

２８
２３.０％

９３
７６.２％写真をパソコンで加工２０

１２２
１００.０％

０
０.０％

８
６.６％

１１４
９３.４％ビデオ等の動画編集２１

１２２
１００.０％

０
０.０％

２０
１６.４％

１０２
８３.６％自分で Windows の初期設定２２

１２２
１００.０％

１
０.８％

１１
９.０％

１１０
９０.２％家庭内 LAN 等ネットワークの設定２３

１２２
１００.０％

０
０.０％

６
４.９％

１１６
９５.１％パソコン本体の分解・組み立て２４

１２２
１００.０％

２
１.６％

８
６.６％

１１２
９１.８％MAC 機の利用２５

１２２
１００.０％

０
０.０％

１１
９.０％

１１１
９１.０％プログラムの記述・作成２６

１２２
１００.０％

５
４.１％

４１
３３.６％

７６
６２.３％ファイルのコピー（バックアップ）２７

１２２
１００.０％

５
４.１％

７９
６４.８％

３８
３１.１％著作権について勉強したこと２８

＊１ 項目で用意した回答　２ 「あいそうになった」　３ 「実際に被害にあった」
＊２ 項目で用意した回答　２ 「わからない」　３ 「実際に感染した」
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率は９４.３％（うち自分専用に所持している率は３３.６％）となっている。ま

た携帯電話を所持している率は９８.４％となっている。

　また「これまでコンピューターでどんなことをしたことがあるか」につ

いて２８の項目を設け， ３段階評価してもらった。結果は表１，２の通りであ

る。

表２

標準偏差平均値項目No順位

０.５００３７２.５４０９８インターネットで調べ物をする５１

０.３７２５６２.０４０９８Word などのワープロソフトの利用１２

０.５９１５１１.９２６２３タイピング練習ソフトの利用１７３

０.３８１５４１.８９３４４Excel などの表計算ソフトの利用２４

０.６８２６９１.８８５２５パソコンでメールの送受信１１５

０.４８１６８１.７２９５１PowerPoint などのプレゼンソフトの利用３６

０.６８０７５１.７２９５１年賀状作成ソフトの使用１８〃

０.５３０６６１.７２９５１著作権について勉強したこと２８〃

０.７１６７６１.６８８５２映画・音楽・ゲーム等のダウンロード６９

０.６９１３６１.５７３７７添付ファイルの送受信１２１０

０.６９２２０１.５６５５７ウィルス対策ソフトの使用１６１１

０.６１８５５１.５４０９８チャットや掲示板への書き込み８１２

０.６８３３３１.５００００迷惑メール等の受信１３１３

０.６８１５４１.４５０８２ウィルスに感染１５１４

０.５７２６６１.４１８０３ファイルのコピー（バックアップ）２７１５

０.５７７８４１.３６８８５ネットショッピング７１６

０.５７７８４１.３６８８５デジカメで撮った写真の印刷１９〃

０.４５１１０１.２４５９０写真をパソコンで加工２０１８

０.４７９９９１.２０４９２ブログやホームページの作成９１９

０.３７１７４１.１６３９３自分で Windows の初期設定２２２０

０.３３５４４１.１０６５６家庭内 LAN 等ネットワークの設定２３２１

０.２９９０３１.０９８３６Access などのデータベースソフトの利用４２２

０.３４９９７１.０９８３６MAC 機の利用２５２２

０.２８７６０１.０９０１６プログラムの記述・作成２６２４

０.２４８５６１.０６５５７ビデオ等の動画編集２１２５

０.２１７１４１.０４９１８パソコン本体の分解・組み立て２４２６

０.２２０２３１.０３２７９ネット詐欺などの被害にあったこと１４２７

０.０９０５４１.００８２０ネットバンキングや証券取引１０２８
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　さらにそれらを「全くないと」と回答したものを“経験なし”，「多少あ

る」「頻繁に / 大いにある」「経験あり」と回答したものを合わせて“経験

あり”の２カテゴリーに分け，各項目の経験率を高位順にしたものが表３

である。

表３

経験率項目No順位

１００.０％インターネットで調べ物をする５１

９５.１％Word などのワープロソフトの利用１２

８６.９％Excel などの表計算ソフトの利用２３

７８.７％タイピング練習ソフトの利用１７４

７１.３％PowerPoint などのプレゼンソフトの利用３５

７０.５％パソコンでメールの送受信１１６

６８.９％著作権について勉強したこと２８７

５９.８％年賀状作成ソフトの使用１８８

５４.１％映画・音楽・ゲーム等のダウンロード６９

４７.５％チャットや掲示板への書き込み８１０

４５.９％添付ファイルの送受信１２１１

４５.１％ウィルス対策ソフトの使用１６１２

３９.３％迷惑メール等の受信１３１３

３７.７％ファイルのコピー（バックアップ）２７１４

３４.４％ウィルスに感染（しかたどうかわからないを含む）１５１５

３２.０％ネットショッピング７１６

３２.０％デジカメで撮った写真の印刷１９〃

２３.８％写真をパソコンで加工２０１８

１７.２％ブログやホームページの作成９１９

１６.４％自分で Windows の初期設定２２２０

９.８％Access などのデータベースソフトの利用４２１

９.８％家庭内 LAN 等ネットワークの設定２３〃

９.０％プログラムの記述・作成２６２３

８.２％MAC 機の利用２５２４

６.６％ビデオ等の動画編集２１２５

４.９％パソコン本体の分解・組み立て２４２６

２.５％ネット詐欺などの被害にあいそうになった１４２７

０.８％ネットバンキングや証券取引１０２８
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　ただし，表３の「経験率」についてはあくまで少しでもやってみたこと

があるのか否かのパーセンテージであって，高い数字が出ているからと

いって充分な知識とスキルがあるとは限らない。実際，今学期が始まって

現在約１ヶ月経過したところだが，学生のコンピューターの扱い，入力速

度，習得時の反応などから総合的に判断しても，まだまだ充分な知識とス

キルを身につけているとは言いがたい。あくまで１回でもソフトを起動し

て入力や触ってみたことがあるかそうではないかといったレベルでの経験

率であることを注意しておきたい。

　次に「全くない」を０点，「多少ある」を１点，「大いにある」を２点と

し，学生のスコア分布について調べた結果が表４の通りである。

　また各項目間の関係を示したものが表５である。表中の数値は相関係数

で，p＜０.０５の場合に *印，p＜０.０１の場合に **印で有意差の有無を示し一

覧表にした。用紙幅の関係から４つに分割してある。

表４　合計スコア

％人数点

８.２％１０１－５

３１.１％３８６－１０

２７.９％３４１１－１５

２０.５％２５１６－２０

１０.７％１３２１－２５

１.６％２３１－３５

１００.０％１２２総計

１３.１１４７５平均値

５.９７５４３標準偏差
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表 ５–１

６）５）４）３）２）１）携帯電話パソコン
ダウンロードインターネットAccessPowerPointExcelWord所持所持

１.００００パソコン所持

１.０００００.０６４０携帯電話所持

１.０００００.０１４３０.１０２５１） Word

１.０００００.４９６１**０.３０３６**–０.０１４５２） Excel

１.０００００.３３６５**０.１０８３０.０６１８０.００６０３） PowerPoint

１.０００００.０７１５０.０９２６–０.０３６５０.０４２６–０.１１４８４） Access

１.００００–０.１３７６–０.１０７９０.０４４７０.１４６１０.０１０６０.１３４８５） インターネット

１.０００００.２８９４**０.１０５６０.０１７３–０.００１５０.１７２００.０３４１０.０７３４６） ダウンロード

０.３１９６**０.２７６０**０.０２７４０.０６４５–０.００７７０.０４４４–０.０２９４０.０１１６７） ショッピング

０.３６４６**０.３０１６**–０.１１１３０.３０１０**０.１０６２０.２２５８*０.００８６０.１５６４８） チヤット

０.２１１１*０.２５７２**–０.０２６４–０.００８５–０.０１５２０.１３７５０.０５５３０.２１４６*９） ブログ HP 作

０.０３９７–０.０９８７–０.０３０００.０５１３０.０２５５–０.０１０００.０１１７０.１１６７１０） バンキング

０.５００６**０.４２５２**０.０１５３０.１３１００.０４７９０.２４６１**–０.０２１８０.１４８１１１） PCメール

０.３８０３**０.３８５４**–０.０３５４０.１２５５０.１０８４０.３２５１**–０.０７９９０.２４３５**１２） 添付ファイル

０.４２１８**０.３６２６**０.０００００.１３８１０.０７９２０.２１１０*０.０００００.１５００１３） 迷惑メール受

０.２２２３*０.１３７７–０.０４９４０.００６４–０.０５６４–０.１１７２０.０１９３０.１９１９*１４） 詐欺等被害

０.３９１３**０.２９６８**０.０６４５０.０７２４０.０２７４０.０８９４０.０８５７０.１４３４１５） ウィルス感染

０.４５７９**０.２５４６**–０.０７１３–０.００８３–０.０２０３０.２２９８*–０.０８１４０.３１２５**１６） ウィルス対策

０.２３７７**０.０５２２０.０８８１–０.０４１６０.１４８００.２０１３*–０.０１６２０.０３７３１７） タイピング

０.１８１６*０.３１１８**–０.１１１８０.１２７９０.１７４５０.４３５１**–０.１４６７０.０９０３１８） 年賀状作成

０.１７９９*０.３０４６**–０.０６８２–０.０５４３０.０２９８０.１９７９*–０.２５３８０.１３８４１９） デジカメ印刷

０.２３８８**０.０６４８０.０６４３０.１１８５０.０５７５０.０８７１–０.２１６７–０.０１１７２０） 写真加工
–０.０７０００.０４４７０.１３４９０.０１１３０.０７４３–０.０２９３０.０３４２０.１６３３２１） ビデオ編集

０.１００２–０.０３６４０.００２４–０.０２７２–０.１０８９０.０７０４–０.１１７２０.１７４４２２） Windows

０.３１１１**０.２９３８**–０.１０５４–０.０７５９–０.０３９７０.１６３２–０.１５２００.１４７５２３） LAN 設定

０.３６４７**０.１３３４–０.０７５１–０.１０８８–０.１３５７–０.０２５１０.０２９４０.１５７０２４） PC 組立

０.０２４３０.０２４０–０.０１４２０.０６１１０.０７９１０.０９５６０.０３６４０.０２７４２５） MAC 利用

０.０５７２０.００２８０.０８８２–０.１２０８–０.１３７７–０.０３４８–０.１８４７０.０４７６２６） プログラム

０.２１９２*０.１８４９*–０.０４９１０.０２３８０.０５４３０.１９０２*–０.０１８６–０.００５５２７） バックアップ
–０.０２７８０.１１９９–０.０３９３０.１３１７０.１４２２０.０５６５０.０５６１０.０６０６２８） 著作権

０.６３９４**０.５２０８**０.０３０６０.２１１９*０.２１２０*０.４２８５**–０.０５１７０.２４５４**１～２８のスコア計
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表 ５–４
１～２８の２８）２７）２６）２５）２４）２３）
スコア計著作権バックアッププログラムMAC 利用PC 組立LAN 設定

１.００００２３） LAN 設定
１.０００００.３８１３**２４） PC 組立

１.０００００.０４４６０.０５０８２５） MAC 利用
１.０００００.１５７５０.１９３１*０.０７０９２６） プログラム

１.０００００.２７１１**０.０４０６０.０９９２０.２８２５**２７） バックアップ
１.０００００.１５７６–０.００１３０.０５５４–０.０９８８–０.１１５３２８） 著作権

１.０００００.２２３６*０.３９１６**０.１３３４０.１８８２*０.２８８６**０.３９７９**１～２８のスコア計

表 ５–３
２２）２１）２０）１９）１８）１７）１６）１５）

Windowsビデオ編集写真加工デジカメ印刷年賀状作成タイピングウィルス対策ウィルス感染

１.００００１５） ウィルス感染
１.０００００.４１８６**１６） ウィルス対策

１.０００００.１４３１０.０４２２１７） タイピング
１.０００００.３１９５**０.１６９５０.０５１２１８） 年賀状作成

１.０００００.４６５８**０.２２５３**０.３４１９**０.０５６９１９） デジカメ印刷
１.０００００.４７３５**０.１９１５*０.２８５４**０.２９２０**０.０６６５２０） 写真加工

１.０００００.２２３５*０.１１７９０.０５６９０.１４５６０.０７０９–０.０７８４２１） ビデオ編集
１.００００–０.０２７９０.００４０–０.０５３００.０１３４０.２０５８*０.２１４８*０.２９３０**２２） Windows
０.２５６４**–０.０８４５０.０９８５０.２２１９*０.０５４９０.０８１６０.２７２２**０.０７７３２３） LAN 設定
０.２０６５*–０.０６０２０.０４４３０.０５１８–０.０２１１０.０２８５０.１９８３*０.１８４０*２４） PC 組立
０.０６５６０.２１０３*０.１０７３０.１８６９*０.０４３２–０.０４４５０.１０９６–０.０８３５２５） MAC 利用
０.３２４４**０.１４７８０.０８２５０.０９６６–０.０８５５０.０８８００.１５６９０.０８６１２６） プログラム
０.０６３６０.０３８１０.２３８６**０.２０４５*０.１２２９０.１６５００.２１１７*０.１０６０２７） バックアップ
０.０１７２０.０１０３０.１０７５０.１１２４０.２０７６*０.１９９２*０.０８２４–０.００２８２８） 著作権
０.２１４７*０.１３４００.４２４８**０.５４０５**０.５４００**０.３３２１**０.６１５６**０.４８０３**１～２８のスコア計

表 ５–２
１４）１３）１２）１１）１０）９）８）７）

詐欺等被害迷惑メール受添付ファイルPCメールバンキングブログ HP 作チヤットショッピング

１.００００７） ショッピング
１.０００００.２４６４**８） チヤット

１.０００００.４３０８**０.２３１８*９） ブログ HP 作
１.００００–０.０３９００.０６７７０.０９９７１０） バンキング

１.０００００.０１５３０.２９９３**０.５２０１**０.３５９６**１１） PCメール
１.０００００.７５３５**０.０５６３０.３１５２**０.４８５７**０.２５２０**１２） 添付ファイル

１.０００００.５５９８**０.４９６０**０.０６６８０.３４０２**０.４８８８**０.１３６０１３） 迷惑メール受
１.０００００.１０９８０.１４６８０.２４５１**–０.０１３６０.１７０５０.２３２７**０.１６４０１４） 詐欺等被害
０.１２１００.３６３８**０.２００７*０.２８９７**–０.０６０４０.２４５８**０.２９８９**０.２２４８*１５） ウィルス感染
０.１４８４０.２５３４**０.３８７０**０.３８３３**０.０５７３０.２２０４*０.３０２５**０.２５９３**１６） ウィイルス対策
–０.１０８２０.１３２９０.０８４１０.０１９８０.０１１４０.０８２８–０.０４８１–０.０８９０１７） タイピング
–０.０５０６０.３６４２**０.３５００**０.３５９５**０.０３６３０.２２１６*０.３５０４**０.０８７７１８） 年賀状作成
０.０３４１０.２８２６**０.４３８２**０.２７５８**０.０９９７０.２９１４**０.２２３３*０.０８４２１９） デジカメ印刷
０.００１４０.１０７２０.２３２８**０.１７２９–０.０４９８０.１０８９０.２３０２*０.０６１３２０） 写真加工
–０.０３９６０.０００００.０１９７０.０４４７–０.０２４１０.０２５０–０.０１７６０.１７５５２１） ビデオ編集
０.０３４８０.１３０１０.０４９０–０.０５５５–０.０４０３０.２２７０*０.０７８４–０.１６８４２２） Windows
０.１７６１０.２３４４**０.３７５６**０.３４２６**–０.０２９００.１７１２０.１９７９*０.００８７２３） LAN 設定
０.４８４５**０.１１１４０.２５０９**０.２６１４**–０.０２０７０.１４０４０.２３１０*–０.０１４０２４） PC 組立
–０.０４２２０.１３８２０.１０６４０.０４７６–０.０２５７０.０７５８０.０５７６０.０２３４２５） MAC 利用
–０.０４７１０.０２１００.０２８６０.０３１１–０.０２８６０.０４４７–０.１３７１–０.１０２３２６） プログラム
–０.０４４００.１７９５*０.２４５０**０.１４４９０.０９２８０.０４６６０.０５６２０.０５４７２７） バックアップ
–０.０６４９０.１２５４０.１１１２–０.０１８００.０４６５０.１２２１–０.０２８９–０.０４９３２８） 著作権
０.２０４４*０.６６５９**０.７３６１**０.７０６３**０.０５９４０.４９０２**０.６１８１**０.３６８２**１～２８のスコア計



広島修大論集　第 ４７ 巻　第１号（人文）

―　　―２８０

２）　現在のカリキュラムと内容

　現在のカリキュラムでは１年次に「情報処理Ⅰ」が半期で行われ必修と

なっている。その後２年次以降に希望者のみ選択科目として「情報処理

Ⅱ・Ⅲ」と「情報処理Ⅳ」を履修できるようになっており表６の通りと

なっている。

　現在の問題点として挙げられるのは，選択科目として設置されるクラス

数が少ないため履修希望者が殺到し，履修を希望しても多くの学生は受講

できない。そのため大学４年間のうち情報処理関連教育が受講できる機会

は１年次半期のみという学生が圧倒的多数となっている現状があるため必

修の情報処理Ⅰはやや詰め込み気味となってしまう点がある。また卒業後

就職した際に外部社会が期待するレベルの情報処理能力と実際の学生の情

報処理能力とにややギャップがある点も挙げられる。こうした点を解消す

べく新カリキュラムの編成が行われつつある。

３．　今 後 の 展 望

１）　今後のカリキュラム編成

　本大学では２００７年度より学部や専攻等に関わらず全学生に対して習得を

義務付けるものとして「修道スタンダード」科目が設置されるが，これに

ともない情報処理分野においては最低限の情報リテラシー能力を全員が習

表６　現在のカリキュラム

２～４年次（選択）１年次（必修）

情報処理Ⅳ情報処理Ⅲ情報処理Ⅱ情報処理Ⅰ

調査のため
の統計分析

プレゼンテー
ションの基礎
から応用

表計算の基
礎から応用

学内での利用法，
コンピュータ知
識，インターネッ
ト，電子メール，
ワープロ，表計算
の基礎

※Ⅱ （前期）・Ⅲ （後期） セット履修

� �
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得すべきガイドラインが策定されることとなる。これはあくまで下限的ガ

イドラインであって，このレベルをクリアしさえすれば充分だという基準

ではないと理解すべきであろう。さらに全体的にカリキュラムが各学科専

攻においても再編成され，その一環として情報関連教育も同様に再編成さ

れることとなり，よって修道スタンダード科目としても，各学科専攻内に

設けられた情報処理関連科目としても刷新されることとなる。そこで情報

関連教育が全体カリキュラムの中でどの位置に占めるのかを図表化する。

まず大学での講義を分野的側面で見た special ⇔ general の指標を縦軸に配

置させ，講義の形態や方法的な側面で見た academic ⇔ practical の指標を

横軸に配置したものが図１である。情報関連教育の占める位置はこの中で

大まかにグレーの部分となる。

　また情報関連教育として取り扱うことが望まれる内容は多岐に渡るであ

ろうが，それらを大学における学業やその他学生生活において直接的に差

し障りがあるもの，ありそうなものを「差し障り度（高）」とし，大学生

の間は差し迫って必要ではないが一般社会においてある程度必要とされる

であろうものを「差し障り度（低）」とし縦軸に配置する。またいかなる

分野においても必須となるものを「必須的」と，専攻分野等によって選択

的でよいものを「選択的」として横軸に配置する。そしてそれぞれ４つの

エリアを図のとおり「A 群～ D 群」としたのが図２である。それぞれの群

図１ 全体的イメージ



広島修大論集　第 ４７ 巻　第１号（人文）

―　　―２８２

には具体的にどのような分野があるかを「区分」に記し，またその主な内

容や必要な場面などの案を記したものが表７である。

　これらは１区分＝１科目ではなく情報関連教育として確保できるコマ数

に応じ，さらにどの程度のレベルまでを設定すべきかに応じて関連性のあ

る区分をあわせて調整しカリキュラム化するが，修道スタンダード科目は

A 群を重点的に実施することが理想であり，各学科専攻では B， C 群を中

心的に及び付加的に D 群のうち，重要度の高いものを実施することが理想

と思われる。ただし修道スタンダード科目としても各学科専攻科目として

も，情報処理関連教育は単なるソフトのインストラクションや知識の習得

としてとらえるだけでなく，全体のカリキュラムと連動して区分ごとに学

生の専攻分野等によって取り扱う内容や題材等において他の講義科目との

関連性を保ちながら取り組むことができればより効果的であると思われる。

２）　求められる学習支援

　カリキュラム化し計画決定することの利点は，システムとしての恒常性，

公開性，正当性をもつこととなり，システムとしての安定性・確実性もよ

り高まると考えられる。だがその反作用として利点を高めようとすればす

るほど講義はマニュアル化され，固定化，作業化されていく傾向にあり，

教室という限定的な世界の中でやがては講義をする側，受ける側ともに個々

図２ 情報関連教育での分類
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表７

主な内容・必要な場面区　　分群

学内施設の利用に関して。ID・パスワードの管理等学内におけるセキュリティ
管理の徹底に関して。ネットワークドライブに関して。

学内基礎

Ａ 
群

基本的なコンピューターの構造と種類の各 の々特徴（ハード面とソフト面）。
機種・互換性に関して。ファイルの種類・拡張子・互換性に関して。
各種記録メディアの特徴。日本語入力システムに関して。
全ての文字・記号などが正確にスピーディに入力できる。

コンピューター基礎

起動・終了。ウィンドウ操作。ファイルの管理。OS の諸設定。OS 操作

在学中の指定形式にあわせたレジュメ・レポート・卒業論文などの作成のため
に必要な各種編集機能，表作成，図や写真等の挿入など。見栄えのよい文
書を妥協せず作れるようになること。

ワープロ（基礎）

インターネットの大まかな構造と特徴。利用上の注意点。
欲しい情報に対する適切な検索方法。
文献・論文の検索。就職活動時の情報収集。

インターネット利用

メールの送受信など基本操作。添付ファイルで提出物の提出。
マナーと書き方の作法。メールの適切な管理。さまざまな設定

メールの利用

ウィルス等に対する認識・対策。自己によるセキュリティ管理とそれらの徹底。
著作権・個人情報保護・名誉毀損等に関しての違法行為・違法ではないが
好ましくない行為などの理解と遵守。コンピューター等の機器を通した間接的な
コミュニケーションの特徴と注意点。近年発生している問題の事例。

セキュリティ管理と
コンプライアンス

在学中に行うデータ処理やレポート等に挿入するための表計算機能，関数，
各種グラフ作成，データベース機能，各種集計機能など。

表計算（基礎）

Ｂ 
群

在学中に行うプレゼンテーションのためのスライドの作成，編集，アニメーショ
ン効果等の諸設定など。

プレゼンテーション

レジュメやレポート，プレゼン資料に挿入するための写真を見栄えよくするため
の簡単な編集・加工など。

写真加工

プレゼン資料のための動画の編集・加工など動画編集

見栄えのよい文書や映像を作成するための，配置，色，書体等のイメージや
特徴などの理解。事例を用いた実習。

デザインの基礎

調査や研究のための統計的処理の基本的な諸手法とそれぞれの操作について。統計解析の基礎

専攻や選択分野により発生する必要知識・スキルその他

学生や一個人としてではなく企業や組織の立場としての情報関連のコンプライ
アンスモラル向上について。

コンプライアンス

Ｃ 
群

正確で迅速な処理のためにどのように指示するか等論理的思考法。論理式や
関数を利用し具体的に作動させる方法。簡単なバッチ処理・マクロ作成。

思考法

データ・クエリ・フォーム・レポート・リレーションシップ等の仕組みの理解と
デザイン等それらの操作。定型処理の自動化やデータベース利用の特徴。

データベース

表計算（基礎）をさらに詳細機能なども含め多種多様に応用。表計算（応用）

ネットワーク・共有の考え方と基本設定。文書の電子化。グループウェア等。ネットワーク

コンピューター機器に関する多種多様な知識。機器の知識

その他その他

広報物などの作成。差込印刷，その他の詳細機能の設定と操作ワープロ（応用）

Ｄ 
群

Web ページの作成。Web 関連

簡単な会計に関する知識とそれらに関するソフト会計

統計解析の基礎より複雑で多様な解析方法と解析ソフト等の操作について。統計解析

プログラム記述などプログラム

その他専門的なソフトの利用や知識。その他
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のパーソナリティやアイデンティティを喪失し，結果として双方が与えら

れたものを与えられたようにこなしていく“受動態”姿勢になってしまい

「孤独な群衆（The Lonely Crowd）１）」と化していく傾向がある。しかし学生

自身も教職員もさらには外部社会も理想とし期待する人物像は，反対の“能

動態”姿勢の人物であり，自分で考え，実行し，展開，応用していく意欲

と能力を身につけている人物である。例えば利用者・組織・社会の快適や

満足のために自分は何ができるだろうか，それを考え実行することができ

る人物である。もちろん業務・場面によっては与えられたことを与えられ

たようにこなしていくことが求められることもあるが，一見そうした無機

質な単なる作業のように思える業務においても，もっとこうしたら喜ばれ

るのではないか，役に立つのではないか等と能動的に関わっていける発想

力があるのとないのとでは，その後の展開が大きく違ってくるものである。

ここで問題となるのが，通常「講義」というサービスにおいては，発信す

る側（＝先生），受ける側（＝学生）が明確に区別され，お互いがその役割

をひたすらに遂行することが「講義」だとして認識される点にある。確か

に先生と学生との立場は明確に区分されなければならないし，お互いその

役割を遂行することが求められなければならない。しかし発信する側と受

ける側が明確に区分されている状態では，受ける側（学生）は“能動性”

を持つ余地がないのである。大教室での講義や，画一的に行われる講義は，

より多くの学生に均質的なサービスを届けることができるという利点を享

受する反面，こうした点が欠落してしまう。このように限られた「講義」

という世界の中では「講義化すること」と「学生の能動性を高めること」

は互いに合い入れない関係が付きまとう。双方のバランスを取ることは大

変難しいことであるが，それには講義において学生が能動的に関われる工

夫と余裕と個に対する対応力が欠かせない。この穴を埋めるため少人数制

や担任制（ゼミやチューター）などが重要だとされる。ただしこれらは学

    １）　D. リースマンの著書タイトル。『孤独な群集』加藤秀俊訳 みすず書房 １９６４
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生の“能動性”に力点を置いてはじめて効を成すもので，単に一部屋あた

りの受講生数が少ないだけで講義は画一的というのでは意味がない。また

人間は他者を通してしか自己を知ることができないといういわゆる「鏡に

映った自己（looking glass self）２）」と同様に，学生は自分の力が外部社会か

らどう見られているか，どう判断されるのかを自分で知るためには，外部

とのつながりを通してしか知ることができない。大学生活のうちにそれが

できる方法としては実際のところアルバイト，ボランティア，留学，イン

ターンシップ，資格取得，就職活動くらいであろう。学生は外部社会に直

接触れることで「はじめて自己を認識し，自己を認識することによっては

じめて自己の不足点を発見」すると考えられる。

　よって学生の意識を向上させるためには，大学内にとどまる発信型講義

だけではもはや充分ではなく，まず学生に自己を認識させること，そして

学生が自己の不足点を認識しそれをリカバーできるように支援したり，さ

らなる向上心を育てるような仕組みづくりをしていかなければならない。

学生はこれらの「実際の活動」と「大学での講義」がリンクすることが認

識できると学習の目的がより明確化され，モチベーションも向上化させる

ように思われる。そうしたことを念頭において講義をその性質や目的によっ

て「大量均質性重視型」「研究専門性重視型」「学生能動性重視型」「学生

自己認識重視型」といったスケールに分類し欠落点はないか均衡は取れて

いるかをチェックすることも一手段としてあってもよい。そうすることに

より例えば「大量均質性重視型」については e-Learning 化しても構わない，

「学生能動性重視型」については少人数制演習や実習形式を取り入れよう

など，その手段や内容等に工夫がなされやすくなると思われる。この講義

形態別にみるスケールを情報関連教育にあてはめると，各スケールにおい

て各々分布していることが望ましいであろう。そこで情報関連教育におけ

る「大量均質性重視型」「研究専門性重視型」「学生能動性重視型」はそれ

    ２）　C.H. クーリーによる概念。『社会組織論：拡大する意識の研究』 大橋幸，菊池

美代志訳 青木書店 １９７０



広島修大論集　第 ４７ 巻　第１号（人文）

―　　―２８６

ぞれカリキュラム化が可能であるし，容易に想像もつくであろうが，「学

生自己認識重視型」とはいかなる方法があるか。そのうちのひとつに資格

取得がある。これまで５～６年にわたり学習意欲が高いと自認する学生を

対象に放課後や夏休みに無料の自発的講座として，コンピュータスキルや

知識から資格に関する対策などを学習する場を設けてきた。ここに来る学

生の多くは，元々資格取得を目的としているか仲間に触発されそれを志す

ようになったかして，結果として何らかの資格を取得していった。この経

験を通して見えてきたことは，特に資格というものは公正で一般社会にお

いても認知されているので，学生のモチベーションの向上に直接的に働き

かけることも可能であるし，努力の末に取得できたときは自信につながり

やすい。しかし資格取得はあくまで手段のうちの一つであり，手っ取り早

い反面，偏りすぎると逆効果となる場合もあり得ることを注意しなければ

ならない。特に近年「資格がない＝就職に不利」という単純化された情報

だけがひとり歩きし，その結果，そうした情報を耳に入れた者は逆の推測

として「資格がある＝就職に有利＝就職できる＝仕事ができる」というこ

とが成り立つように捉えてしまう。そして資格取得に固執するあまりこれ

に翻弄される者も出てくる。しかし現実社会においてはそう単純にこの推

測が成り立つものではないが，社会へ出たことのない学生は現実にはそれ

は捉えちがいであることに気づかないという問題に陥ることがある。例え

ば教員免許のように資格を持っていないと学校教員になれないという資格

ならともかく，ここで扱う情報関連教育に関するものの多くは，資格を持っ

ていないと仕事ができないというわけではない。あくまで資格取得という

一手段を通して，自らで将来を見据え，自ら目的や目標を持ってそれに向

けて自ら修練する姿勢，それを実行・実現したことから得られる充実感，

そこからわき出る自信など，いわゆる学生一人ひとりがそれぞれに獲得し

た“コンピテンシー”が評価へとつながっていくわけで，資格があるかな

いかが単純に評価されるわけではない。単純に「立派な資格がある人」 ＝ 

「“いい仕事”をする人」ではないのである。例を挙げるならば，教職に就
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けば「教員」にはなれるがそれだけでは「師」にはなれない，といったこ

とと同様である。特に短期的または限定的な業務では即戦力が求められる

場合もあるが，長期的または全般的な業務においては，小手先の即戦力よ

りもコンピテンシーといわれるような総合的能力が求められる傾向が強い

ように思われる。よって大学のカリキュラムとして資格取得を取り入れる

場合は，このようなコンピテンシーを高めることを念頭に置いた上で取り

入れなければ“有効”とは言い難いのではないだろうか。

終　わ　り　に

　今回はテーマに対する序論的な位置づけであったためサンプル数も限定

的であったが，今年度の学生の習得達成度調査等を実施し，継続的に追跡

調査していく必要がある。

　またカリキュラムが整えば万全という捉え方ではなく，カリキュラム立

てはあくまで大学における講義の「制度＝ハード」を整えたという段階で

あり，本来の目的である学生の「技術・知識・知恵」「実行力」「コミュニ

ケーション能力」を身に備えたコンピテンシーの高い人材を育て社会へ羽

ばたかせるためには，さらに「内容＝ソフト」面において試行錯誤しなが

らも教育していくことが求められる。そしてさらに中長期的視点からも「制

度」と「内容」との両側面からフィードバックさせ確認していくことが欠

かせない。
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